
Ⅰ 担い手等に対する技術の改善および経営の発展に向けた支援

人・農地プラン説明会の様子

茶園の土地利用における将来ビジョンの策定
～土山茶 人・農地プランの作成～

甲賀農業農村振興事務所農産普及課

【普及活動のねらい・対象】

甲賀市土山町では、茶価の低迷によって茶業経営が厳しくなる中、担い手の兼業化や高

齢化もあいまって、製茶工場の操業を停止したり、経

営規模を縮小する農家が増加しています。一方、認

定農業者を中心とした担い手はすでに限界近くまで

規模経営拡大を行っており、受け手が見つからない

茶園が増加することで、耕作放棄地の増加が懸念さ

れています。今後、産地の維持・存続には、地域の

茶園の有効利用や担い手への集積が必要であり、耕

作放棄地の状況などを地域の茶業者が共有し、産地

全体としての土地利用に関する将来ビジョン（人・

農地プラン）の策定が急務となっています。そこで、

24 年度は、前年度から行っている茶園情報マップの内容を見直すとともに、新たに土山町

茶業協会に働きかけて、人・農地プランの作成を支援しました。

【普及活動の内容】

1．茶園情報マップの見直し支援

昨年度に引き続き、甲賀市、ＪＡこうか、甲賀地域農

業センター等に働きかけ、支援体制の構築強化に努めま

した。また、耕作者が替わった筆の整理等茶園情報マッ

プの見直しを支援するとともに、甲賀地域農業センター

の支援により、マップの電子化にも取り組みました。

2．土山茶人・農地プランの作成支援

土山町茶業協会に働きかけ、協会員の了承のもと、アンケート作成の支援を行いました。

現在アンケートの回収を行い、集計をしています。

【普及活動の成果】

長年の課題であった茶園情報マップが完成し、協

会員の了承も得られ、水口町の一部と土山町全域に

わたる人・農地プランの策定に向けた一歩を踏み出

せました。

今後、土山町茶業協会の活動を引き続き支援し、

アンケートの集計作業、資料のとりまとめ、将来マ

ップの検討等を順次行い、人・農地プランの策定を

目指します。
配布したアンケート用紙
守ろう、美しい土山の茶園


